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日 本 家 禽 学 会 誌 49巻 」2号 (2012)

行った。図 1に 着色の様子を示す。

実験 2(風味付け):市販飼料を蒸留水に 1時間浸 し,そ の浸漬

水にタカナリ (全粒)を 10分間浸 し,風味付けを行い,60℃ で 2

時間乾燥を行った。浸漬の前後で,色 に変化は見られなかつた。

対照米はタカナリを蒸留水に浸 し,風味付け処理 と同様に扱つ

た。それぞれを 8日 齢のヒナに給与 し,摂食量を測定 した。

実験 3(粒度):全粒のタカナリあるいは粉砕機で粉砕 しマ ッ

シュ状 (メ ッシユ径 600μm以下)に したタカナリをそれぞれ 8

日齢のヒナに給与 し,摂食量を測定 した。    
｀

実験 4(と うもろこしとの比較):粉砕 したタカナリあるいはと

うもろこしを用意 し,選択摂取試験を4日 齢のヒナで行つた。

実験 5(市販飼料およびとうもろこしとの比較):粉砕 したタカ

ナリ, とうもろこしあるいは市販飼料をそれぞれ 4日 齢のヒナに

給与 し,摂食量を測定 した。

実験 6(市販飼料 との配合):粉砕 した市販飼料 と粉砕 した市販

飼料の 50%が粉砕 したタカナリで置換 された飼料をそれぞれ 9

日齢のヒナに給与 し,摂食量を測定 した。

実験 7(配合):粉砕 した市販飼料の 100,95,90,80,70,60,

50あ るいは 0%が粉砕 したタカナリで置換 された飼料 をそれぞ

れ 5日 齢のヒナに給与 し,摂食量を測定 した。

実験 8(馴 化):孵化後から2日 間粉砕 したタカナリを給与 し,

その後粉砕 した市販飼料に切 り替えた群と,孵化後から常に粉砕

した市販飼料を与えた群を設けた。試験当日にそれぞれの群にお

いて,粉砕 した市販飼料 と粉砕 したタカナリの選択摂取試験を 8

日齢のヒナを用いて行つた。

実験 9卿 1化):孵化後から2日 間粉砕 したタカナリを給与 し,

その後粉砕 した市販飼料に切 り替えた群と,孵化後から常に粉砕

した市販飼料 を与えた群を設けた。試験当日にそれぞれを 2グ

ループに分け,一方には粉砕 した市販飼料, もう一方には粉砕 し

たタカナリをそれぞれ 7日 齢のヒナに給与 し,摂食量を測定 し

た。

3.統計処理

得 られた結果は平均値±標準誤差で表記 した。有意性の検定

は,給与飼料や加工の有無による摂食量を比較するために一元配

置分散分析を,馴化と給与飼料の交互作用を明らかにするために

二元配置分散分析を用い,多重比較検定 (Tukey― Kramer)を実施

した。

結    果

実験 1に おいて,ヒ ナがどの色のタカナリ (全粒)を ついばむ

かについて検討 したが, ヒナはどの色に関 しても嗜好性を示 さ

ず,ほ とんどついばむことはなく,ついばんだとしても摂食は認

められなかつた。実験 2において,タ カナリの風味付けによる嗜

好性の改善は見られなかつた (風味付け 069± 0.18g,対 照 0.57土

0.31g)。 実験 3において,タ カナリの粒度の違いによる摂食量ヘ

の影響 も認められなかつた (全粒 0.33± 0.1l g,粉 砕 0.32± 018

g)。 実験 4において,粉砕 したタカナリととうもろこし間の選択

摂取では,タ カナリの摂食量がとうもろこしに比べて有意 (P<

0.05)に低かった (図 2)。 実験 5において,粉砕 したタカナリの

摂食量は,ク ランブル状態の市販飼料の摂食量に比べて有意 (P

<005)に低 く,と うもろこしを粉砕 した場合よりも低い傾向に

あった (図 3)。 実験 6において,粉砕 した市販飼料 とタカナリと

を混合 した飼料は市販飼料単独の場合と比べて有意な差が見られ

なかつた (市販飼料 1.53±0.19g,混 合 201± 0.19g)。 実験 7にお

いて,粉砕 した市販飼料に粉砕 したタカナリを 50-60%配合する

ことで粉砕 した市販飼料単独 と比べてわずかに摂食量の増加が認

められたが,配合率を上げていくにつれて摂食量は減少 した (F

0.15

とうもろこし      タカナリ

図 2.粉砕 したタカナリととうもろこしの選択摂取におけ

る摂食量 (平均値±標準誤差,*:P<005)

市販飼料  とうもろこし  タカナリ

図 3.粉砕 したタカナリ,と うもろこしおよび市販飼料の

摂食量 (平均値土標準誤差,*:P<0.05)
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図 1.無着色ならびに赤色または緑色に着色 したタカナリ
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(7,32)=386,P<001)(図 4)。 実験 8において,馴化の有意な

効果は認められなかったが,給与飼料 (F(1,16)=307,P<001)

と馴化と給与飼料の交互作用 (F(1,16)=102,P<001)に有意

な効果が検出された。孵化直後にタカナリの馴化を行わなかった

群ではタカナリと市販飼料で摂食量に有意 (P<005)な 差が見ら

:           *           :

l         *    、    :

0
タカナリ 0

市販飼料 100

図 4  粉砕 した市販飼料の 100, 95, 90,80, 70, 60, 50あ

るいは 0%が粉砕 したタカナリで置換 された飼料の

摂食量 (平均値±標準誤差,*:P<005)

選択摂取
馴化飼料P>0.05
供試飼料P<0.01
交互作用P<001

市販飼料 タカナリ 市販飼料 タカナリ

市販飼料を馴化 タカナリを馴化

図 5 タカナリをU‖ 化 させた群 と,市販飼料 を馴化 させた

群でのタカナリと市販飼料の摂食量 (平均値±標準

誤差,*:P<005)

図 6 タカナリを馴化 させた群 と,市販飼料 を馴化 させた

群でのタカナリと市販飼料の選択摂取における摂食

量 (平均値±標準誤差,**:P<001)

れ, タカナリの嗜好性が顕著に低かったが,',F化直後にタカナリ

の馴化を行った場合は,タ カナリと市販飼料の摂食量に有意な差

は認められなかった (図 5)。 実験 9に おいて,馴化の有意な効果

は認められなかったが,給与飼料 (F(1,16)=510,P<005)と 馴

化と給与飼料の交互作用 (F(1,16)=686,P<005)に 有意な効

果が検出された。孵化直後にタカナリの馴化を行わなかった群で

はタカナリの摂食量が著 しく低かった (P<001)が ,孵化直後に

タカナリを馴化 した場合は,タ カナリの摂食量は市販飼料と同等

であった (図 6)。

本実験において,色 ,風味ならびに粒度を変えて給与したが
,

いずれも摂食量に変化は見られず嗜好性は低かった.色識別に関

しては,成 鶏のブロイラーにおいて淡色 を好 む との報告

(Chaglaeau′′α′,2006)や ,ブロイラーヒナは自,橙,黄,赤ある

いは緑に染色された飼料を給与すると緑の飼料を最も好むとの報

告 (Khosravinia,2007)が ある。一方,飼料ではなく飼槽の色の

違いはヒナの摂食量にほとんど影響 しなかったという報告

(Ueda′′α′,2005)も ある.本試験ではヒナがタカナリを餌とし

て認識していない可能性があったが,少なくとも今回の試験方法

においては着色による嗜好性の改善は見られなかった。風味に関

しては,23日 齢のブロイラーヒナに不快感をもたらす物質

(LiCl)と 特定の臭いを関連付けて学習させた後,その臭いのみを

添加 した飼料 を給与すると強い回避行動を示す という報告

(Turro″ α′,1994)が あり, このことからヒナは臭いによって飼

料を選択することが可能と考えられる。本試験では、摂食量に有

意な差が生じなかったが,色識別における試験と同様に摂食量が

全体的に少なかった。少なくとも今回の試験方法においては風味

付けによる嗜好性の改善は見られなかった。しかし,本試験での

臭い物質の濃度がどの程度のものかも視野に入れる必要があると

ともに味も考慮する必要があろう。以 卜の問題点を,、 まえた試験

が今後必要となろう。

表 1 籾米,玄米およびとうもろこしの一般成分値

成分 (%) 籾 米 玄 米 とうもろこし

察考（く
∪
咽
α
軽

９ ５

５

（く
Ｊ
洲
α
堅

粗蛋白質

粗脂肪

可溶性無窒素物

粗繊維

粗灰分

89
22

61 2

86
54

79
23

73 3

09
14

80
38

71 7

17
13（く

♂
嘲
α
堅

リジン

メチオニン

トレオニン

トリプ トファン

ロイシン

0 38

0 24

0 25

0 14

0 75

0 36

0 23

0 32

0 13

0 75

0 25

0 18

0 34

0 07

1 09

栄養価

TDN
代謝エネルギー

64 5       80 6

2 64       3 29

78 0

3 27

剛1化飼料
供試飼料
交互作用

P>0.05
P<0.05
P<0.05
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粒度に関しては,と うもろこしにおいて摂食量は粒径による影

響を受けなかつたとの報告 (JacObs″ α′.2010)が あり,こ れは本

試験の結果とも一致している。よつて,粒度がヒナの嗜好性に与

える影響は少ないものと考える。

市販飼料,と うもろこしおよびタカナリの摂食量を比べると
,

この順序で摂食されていた。市販飼料は穀類 (主 にとうもろこ

し),植物性油粕類,動物質性飼料,糟糠類などがヒナの必要な栄

養素を満たすように配合されていることから,市 EFt飼 料が多く摂

食された一因として栄養素が関係していることが示唆された。成

鶏のブロイラーでの実験ではあるが,あ る飼料を短期で一度経験

すると高エネルギーの飼料を好むようになるとの報告 (Bouvarel

グα′,2009)が あり,こ のことからもニワトリの飼料選択と栄養素

の関与が考えられる。しかしながら,本実験は 1時間の摂食量を

測定した実験であり,市販飼料の栄養素が優れているというより

は,味覚などが関わつた可能性が大きい。それは,タ カナリの嗜

好1生がとうもろこしに対して低かったことから考えられる。一般

的に玄米はとうもろこしに対して粗脂肪が低い以外は栄養面で大

差はない (表 1)。 栄養素が嗜好性に影響を与えるのであれば,こ

の粗脂肪の差がタカナリととうもろこしの摂食量の差に関与した

ことになる。今回のFl化の試験において、タカナリの馴化後,タ

カナリと市販飼料の摂食量に差が見られなかつたことから,栄養

素以上に馴化による影響を大きく受けたことが考えられる。

市販飼料の 5060%を タカナリで置換した場合に,ヒ ナは市販

飼料のみの給与の場合より多く摂食する傾向を示した。また,タ

カナリ配合害1合 を上げるにつれて,摂食量は減少した。このこと

から,タ カナリの置換は配合割合によつては嗜好性向上の可能性

があることが示唆された。玄米と市販飼料の比重の違いが摂食量

に影響を及ぼす可能性があるが,玄米が 077g/cm3,市販飼料が

068g/cm3と ぃぅ値で大きな違いは認められなかつた。

タカナリのllL化直後の馴化による嗜好性への影響を調査した。

31化 を行うことで,ヒ ナはタカナリを市販飼料と同程度に摂食し

た。馴化には嗜好性の向上効果があることが明らかとなった。
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山長ら :飼料用玄米の嗜好性改善

Control of Preference for Forage Rice in Young Chicks

NIIasakazu Yamanaga and Nllitsuhiro Ful‐ LISC

Graduatc school of Bioresollrce alld Biocnvironmcntal Scicnccs,Kyushu Univcrsity,Fukuoka― shi,Fukuoka 812-8581

Scvcral cxperilnents were conductcd to improvc prcfcrcncc of foragc ricc in young chicks  ln this cxpcrilllcnt,

Whitc Lcghom malc chicks were used ln tllc flrst tlial,chicks wcrc fcd unpolishcd ricc(TalCantti)diCtS Which wcrc

diffcrcnt in colors,palticle size or odors Howcvcr,thcrc wcrc no signiflcant diffcrcnccs in consumptiOn of chicks duc

to thc differences in colors,palticlc sizc or odors of ricc  ln thc sccond trial,chicks、 vcrc fcd dicts mixcd at diffcrcnt

ratio ofricc and a commercial dict Chicks tcndcd to incrcasc fccd consutttion Of 50-60シ 6 ratio ofricc comparcd with

tllc control ln the tllird trial,to invcstigatc cffcct of acclimation to ricc,chicks、 vcrc providcd to t、vo grOups acclimatcd

and non― acclimatcd groups  ln tllc acclimatcd group, chicks wcrc fcd ricc alonc for 2 days, thcn switchcd to tllc

commcrcial dict  ln the non― acclimatcd group,on tllc othcr hand,chicks wcrc fcd thc commcrcial dict,oonsistcntly

Chicks of cach group 、vere fed ricc or thc commcrcial dict and fccd consumption wcrc mcasurcd  As a rcsult,

acclimatcd group consumcd morc ricc dicts tllan non― acclimatcd  Thcsc rcsults rcvcal tllat nlixtllrc of ricc and thc

COllllllercial dict and acclimation to ricc improvc prcfcrcncc of ricc in young chicks
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